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緒　言

1960 年，筆者らは肺吸虫の1 自然感染大に遭遇し，え

られた標本，とくに，成虫と卵について形態的観察を行

なった結果，加茂ら（1961） の発見にかかる宮崎肺吸虫Paragonimu

い 賤yに 贔ff　Kamo ，　Nishida，　Hatsushikaand　Tomimura

，　1961　｛P．m．と略）と同一種であることが

判明したので，これを大における フニtμ？．の最初の自然例

として報告した．本犬は兵庫県多紀地方産の紀州大（ら

約3 歳 ）で，多紀郡屈指の狩猟家に飼育せられ，主とし

て同郡内，ときに隣郡（兵庫県氷上郡・京都府天目郡な

ど）にまで出猟していたという．

上述の自然例から，新種P ．m．　（2 隻）を発見して以来

筆者らは同肺吸虫の被のう幼虫（mc と烙）を証明せんが

ために，第2 中間宿主についての検索を行なって来た．

すなわち，上記した狩猟家の案内により，同犬の産地付

近あるいは多紀地方における主要出猟地付近の渓流など

にて採集したサワガユPot 　anion直 心のl　i　（P ．d．と略）

数千匹を検査したにもかかわらず，なかなか，肺吸虫のmc

は証明しえなかっ た．そこで調査範囲を 逐次拡大し

つつ，さらに一層の努力を重ねた結果，　1962 年8 月 ，つ

いに， 京都府天田地方産のRj ．から7 りxx．のmc を

検出することができたので，ここに調査成績の大要を記

載して，ご参考に供したいと思う．

検査材料と方法

検査したカニはp ．d．　1種 であり，　Figure　1に示した

ように京都府天田郡三和町寺尾山田部落の都合7 地区で一

採集した．　1962 年8 月27 日， 同部落付近の水田や山間

の渓流（由良川水系土師川の小支流に注いでいる）に棲

息しているj ？．j．に初めて肺吸虫のmc を証明してから1963

年2 月28 日に至る7 ヵ月間に， 前後7 回現地に赴

きカニを捕獲した．調査地区別に持ち帰ったカニは秤量

したのち，山口県岩国市六呂師産 ？．＆ を検査したとほ

ぽ同様の方法〔寄生虫学雑誌13 巻3 号，p．204～214（1964

年6 月）参照］で丁寧に解剖し，双眼実体顕微鏡下にmc

寄生の有無，カニ体内におけるmc の分布状況などをし

らべた．

次にp ．d．から分離したmc はウェステルマン肺吸虫

」Parago？・汕お7ua たrmani 　（P．　zv．と略）の混入あるかも

知れぬことを十分考慮し，鏡下に計測ならびに形態的襯，

察を行なって種の確認にっとめた．さらに，その一定数

を犬及び猫に 試食感染せしめて，mc 試食後糞便内排卵

開始までの日数を測定したのち，一定期間後にと殺剖検

し，虫体の感染状況その他をしらべた．検出虫体の一部l

はformalin 水（10 ％）固定標本とし，その角皮をはぎと

本研究の一部は文部省科学研究費（肺吸虫）の補助を受けた．ここに付記して感謝の意を表します．
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Figure　1　Map　of　Teraoyamada －Buraku，　Miwa－Machi，Amada

－Gun，　Kyoto　Prefecture，　indicating　localitieswhere　crabs　infected　with　metacercariae　of　Parag

－onimu

∫miyazak！ii　Kamo　d　al．，　1961　were　collected．

リ， 水で封じで臨時標本を作成，皮棘の観察を行なっ

た．残りのものは，すべて，2 枚のスライドガラス問に

軽く圧平しつつ；　Schaudinn 氏液にて固定したのち，hematoxylin

単染色を施して型のごとく氷久標本となし

卵巣・皮棘などの形態的性質の観察に供した．虫卵は肺

臓に形成された虫のう内より滲出物などと一緒に取り出

し，　formalin水（10％）とともに適当量ずつスライドガ

ラス上にと叭　カバーガラスをかけて鏡検した．そうし

て，観察中に乾燥などのため，虫卵が圧迫されて変形し

：ないよう十分注意した．

検 査 成 績

1． 被のう幼虫について

本mc は，ほぼ球形で，2 種（おおまかに分けて）の

（82 ）
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かなり厚い被のうを持っている．外のうを仔細に観

察すると，　P．　TV．の外膜に相当するものであろうと

考えられる厚さ0 ．002～0．005　mm　の薄いフクロ

（Plate　l　の1 ，2 及 び3 ）の外側に，さらに，厚い

層状構造を呈するフクロ（厚さにはmc 個体により

かなりの変動が認められる．　Plate　l　の1 ～4 ） が

密着している．ために，他種吸虫mc のそれにくら

べ割合丈夫で破れにくい．一方，内のうも一層強靭

であるので，mc を宿主の内臓などから分離する際

に，たとえ外のうが破れても，幼虫が脱のうしてし

まうようなことはなかった．

次に，？．。z．のmc と 冫tiむ．のmc （モクヅガユ

£伉・c’ゐぶjaponic・心 から分離した）の大きさ（加圧

せずに測定した）の比較はFigure　2　に示した 通り

で，　P．m．　の方がP ．　XV．に比し若干大きい傾向が見

られた． すなわち，　P．　m・．の大きさ（内のうの外径）

0 ．5QWldth

（mm ．）

Figure　2　Comparison　of　measurements　of

metacercariae　of　凡％ragonimus 。liyazakiifrom　Potamon　dehaa

㎡and　Paj・agont。z。s

■westermani　from　Eriocheir　japonicus

（measurements　were　estimated　on　living

specimens　without　coverglass）



は最大0 ．550×0 ．550　mm，　最小0 ．430×0 ．420　mm　（平均0

．479×0．475　mm）であるのに対し，JR　u・．　は最大0 ．500

×0 ．460　mm，　最小0 ．360×0 ．300　mm　（平均0 ．430×0．405mm

） である．

なお，にg ．のmc の外 のう（jR　tx・．　では，E　u・．　の外

謨に相当するものであろうと考えられる薄いフクロと，

これに密着している種々なる厚さの層状構造を呈するフ

クロがあたかも1 枚のフクロであるかのように見える．

したがって，これら2 者をあわせて，便宜上外のうと呼

ぶこととする．　Plate　l　の1 ，2 及び4 ）及び内のうの厚

さは，それぞれ0 ．013～0 ．100　mm　（平均0 ．04835　mm），

及び0 ．017～0 ．030　mm（平均0 ．022　mm）あ る．

2． 採集場所別の寄生について

採集場所別の寄生率はTable　l　の通りであり，1 地区

（角谷を流れる土師川の小支流）にて採集したP ．d．　（50
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7
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匹）からは，R 。x．のmc を見出すことが できなかっ た

が，この小支流に注いでいる森林中の小渓流，たとえば2

地区では検査した カニ30 匹中に陽性の ものが8 匹お

り，その寄生率は26 ．7　％であっ た．表示の通り，mc の

寄生状況には，カニの採集場所によって著しい変動が認

められ， その寄生率，5 地区では77 ．5％， また，4 地

区では57 ．5％であり， さらに，4 地区の上流の3 地区

では検査したP ．d．　35匹中に， 陽性のものが34 匹も認

められ，　97．1％ の高率を示している．ところが一方，6

地区では検査した カニ50 匹 中に陽性の ものは1 匹 も発

見されず，また，7 地区の寄生率は5 ．7％ の低率であっ

た．次に，陽性のカニ1 匹 当りのmc の寄生数は，寄生

率の高かっ た3 地区が23 ．3コで最も多く，これに反し，

寄生率の低かっ た2 地区及び7 地ぼでは2 ．3～1．0コで

極めて少ない．したがって，これら両者間には平行関係

Table　l　Infection －incidence　of　metacercariae　in　八がanion　dehaani

No ．　of　crabs

Eχamined　　Infected
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Weight　of　crabs
（g）

Up　to　3．13
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．1　and　up
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Table　2　Incidence　of　metacercariae　in　crabs　grouped　according　to　body　weight

No ．　of

E χamined

171［ 口 賢n

，7．「S　52
胼 ぱ157

［昌 ？

600に昌

crabs

Infected

70［ 混151
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昭
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［2噐

Total　No．of
％　positive　　mc　in　crabsinfected
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．5［昌59
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が認められるようである．

3． カニの体重と寄生率との関係

7つの地区で採集したP ．d．　600匹につき，体重と寄

生率との関係をしらべた．その成績はTable　2　の通りで

ある．表示のように，体重3 ．0g以下のカニでは検査数171

匹中に， 陽性のものが70 匹しか認められず， その

寄生率は40 ．9％と割合低率であった． ところが，重さ3

．1～5．0　g及び5 ．1　g以上のものは，それぞれ55．5，59

．2％の寄生率を示し，寄生率には体重の増加とともに

上昇する傾向が認められた．

7こj．の体重とmc の寄生数との関係は，次の項にて

詳述するが，重さ3．0　g以下，　3．1～5．0　g及び6 ．1　g

以上のカニにおける陽性のもの1 匹当りのmc の平均寄

生数は，それぞれ8 ．9，　12．7，　13．6コで，体重の増加と

ともに寄生数漸増の傾向が見られた．

4． カニの体重と寄生数との関係

7つの地区で採集したP ．d．　600匹につき， 体重と寄

生数との関係をしらべた．その成績はTable　3　の通りで

ある．表示のように，重さ3．0　g以下のカニでは70 匹

中25 匹（35．7％）が2 コ以下の寄生であった．ところが3

．1～5．0gのカニでは151 匹中47 匹（31．1％），また，

5．1　g以上のカニでは93 匹中26 匹（28 ．0％）が2 コ以下

の寄生であり， 体重の増加とともに，mc の寄生数3 コ

以上のカニが増加する傾向が認められた．

すなわち，体重3 ．0　g以 下のカニでは3 ～5 コ寄生の

もの70 匹中11 匹 （15．7％），　6～10 コ寄生の もの9 匹

（12．9％），　11～20 コ寄生のもの13 匹（18．6％），　21～30

コ寄生のもの10 匹（14．3％），　31コ以上寄生のもの2 匹

（2．9％）であっ たが，　5．1　g　％以上のカニでは3 ～5 コ寄

生のもの93 匹 中18 匹（19．4％），　6～10 コ寄生のもの13

匹（14．0％），　11～20 コ寄生のもの15 匹（16．1％），　21～30

コ寄生のもの7 匹（7 ．5％），　31 コ以上寄生のもの14

匹（15．1％）を数えた．

5． カニ体内におけるmc の分布状況

採集地区別に見た 」1二tj．体内におけるmc の分布状況

はTable　4　の通りである． すなわち，mc の検出数が最

も多かった5 地区では， 陽性の カニ155 匹 から 証明し

えたmc の総数は2 ，313コに達し， このうち，　1，184コ

（51 ．1％）が心臓の回り，　300 コ（13．0　％）は甲殻の内側

をおおっている膜，　443（19．2％）は体壁の内側をおおっ

ている膜，　339コ（14．7％）は肝臓，45 コ（1 ．9％）は生殖

器，そうして2 コ（0．1％）はえらからそれぞれ検出され

Table　3　Re】ationship　between　body　weight　of　crabs　and　number　of　metacercariaeNo

．　of　crabs　infected　with　metacercariae　to　No．　of

Weight　of　crabs
（g）

Up　to　3．13

．1～5 ．05

．1　and　up

Infected
total

Up 　to　3　　　3～5

25に1 梺　　　11［
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S　5
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♀18
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4

7
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6 ～10
一一9
［3

瘋 で

七

硝
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13囗　　　l ら　　　　2 ［128

［2 甓　　　15［J　　　17 ［1き15

［1で1　　　　7［ 吉　　　1心

5ぐ
32［1 回 33店

Table　4　Distribution　of　metacercariae　in　body　of　crabs

Infected　total
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［J

Total　No．　of　PericardialStation　mc　inc

「abs　　　cavity

infected

2
3
4
5
7
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2 ，31323
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7
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7 ）

Liver　　Muscle
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Table　5　Results　of　eχperimental　infection　of　mammals　with　metacercariae　isolated　from　crabsAnimals　　　　　　　No

．　of　Interval　
（days）　between　　　　　Adult　worms　recovered

Body　weight

No ．　at　necropsy　　Sex
（g）

and
mc　fed　beginning

Infection
and
necropsy
of　animals

From

pleural

cavity

From

lungs

Total ％ of

247

Cat　1

Cat　2

Dog　1

690

1350

4650

♀

♀

♀

50

40

100

51
52
42

mc ，　metacercariae

だ．

表示の通り，その他の地区でもP ．d．体内におけるmc

の分布状況には，ほぼ同様の傾向があり，結局，mc は

心臓の回り（53．7％）から一番多く検出せられ，次いで，

肝臓（17．1％），体壁の内側をおおっている膜（15．7％），

甲殻の内側をおおっている膜（11－5％），生殖器（1．7％）

えら（0．3％）の順位であった．

6．　mc の動 物実験成績について

本実験に用いた実験動物の種類と数，試食mc 数，　mc

試食後糞便内排卵開始 までの日数，mc 試食後剖検まで

の日数，剖検時に検出された虫体の数（感染率）及び虫

体の介在部位を一括して示せばTable　5　の通りである．

ここで，一番問題になると思われるmc 試食後糞便内排

卵開始までの日数は， 猫の場合51 ～52 日， また， 犬の

場合は42 口であっ た．

7． 成虫について

実験動物から検出された虫体の大きさを，圧平標本に

ついて計測した成績によると，　cat　1　の場合（30 隻），最

大8 ．1×2 ．6　mm，　最小4 ．2×2．1　mm（平均6 ．5×2．4　mm）cat

2　（23 隻） では最大8 ．1×2 ．8　mm，　最小4 ．5×2 ．1（平

均6 ．3×2 ．6　mm），　dog　1　（27 隻） は最大8 ．0×3 ．9　mm，

最 小5 ．5×2 ．2　mm　（平均6 ．9×2 ．6　mm） で，口吸盤と腹

吸盤の左右径（平均値）はそれぞれ0 ．532（cat　1　），　0．547

（cat　2　），　0．527　（dog　1　）　mm，及び0 ．644　（cat　1　），　0．630

（cat　2　），　0．592　（dog　1　）mm で ある．次に，子宮内にお

ける虫卵の 保有状況はcat　l　の場合，30 隻中の13 隻 が

ー（虫卵の形成が未だ認められないもの），9 隻 が±（子

宮内に初期の虫卵（数コ）が認められるのみであって，虫

卵の形成が始まった ばかりと 思われるもの），5 隻 が十

（少数の虫卵が認められるもの），1 隻 が朴（中等数の虫

卵が認められるもの），2 隻 が卅（多数の虫卵が認められ

るもの）である．さらに，　cat　2で は23 隻中の1 隻が－1

隻 が士，2 隻が十，残りの！9 隻 が丗であり，　dog　1　で

57
61
60
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2

1

40
24
63

44
26
64

88
65
64

は27 隻中の4 隻 が朴， そうして 残りの23 隻 が卅であ

る．

上記80 隻の圧平標本について， 卵巣の形態を 観察す

ると，いずれも複雑に分板してサンゴ状を呈し（Plate　II

の12 及 び13 ）， 大きさはcat　1　の場合（平均）　0．838×6

．93　mm，　cat　2　では0 ．974×0 ．765　mm，　また，dog　1　で

は1 ．137×0．935　mm　である．精巣の大きさ（平均）は，

それぞれ左1 ．349×0 ．770　（cat　1　），　1．558×0 ．799　（cat　2　）2

．002×0 ．922　（dog　1　）　mm，右 は1 ”388×0 ．797　（cat　1　），1

．482×0 ．788　（cat　2　），及び2 ．047×0 ．910（dog　1　）mm で

ある．

犬及び猫からえられた虫体（formalin 水固定標本20 個

体）の角皮をはぎとり，水で封じて臨時標本を作成し，

皮棘の生え 方について の観察を 行なった． その所見はPlate

II　の10 及び11 の 通りで， いずれも単生で あっ

た．次に，上記80 隻 の圧平標本に ついても丁寧な 観察

を行ったが，　formalin 水固定の ものと同様， 皮棘は各

部のものがほとんど単生であった．

8． 虫卵について

無選択的に選んだ虫卵（cat　2　からえた）100コの大きさ

．0．050

－

I　Q．04S－

l

i

0 ．040

Q ． 0 6 5 0 ．070 0 ．075

L ●nglh　lsa ．】

0 ．08Q 0 ．08S

Figure　3　Measurements　of　eggs　of　Rx Γαg’

砿j。IUS 。liyazakii　from　cat　No ．　2．

（85 ）
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を点分布図にて示すと，　Figure　3　の通りである．図示の

ように， その長径は0 ．064～0．084　mm　（平均0 ．0764　mm

），また，幅径は0 ．040～0 ．053　mm　（平均0 ．0450　mm）

で ある．

卵の最大幅部の度数分布はFigure　4 の通りである．

昏

I

S

μ4

A　　　　　　B　　　　　　C

A ．　Broad　on　operculated　half

B ．　Broad　on　middle

C ．　Broad　on　aboperculated　half

Figure　4　Histogram　showing　frequency　distri－bution

of　maχirmim　width　of　eggs　of　乃7Γαg－

のlimits　miyazakii　from　cat　N0．　2．

図示のように，最大幅部が蓋端側にあるもの（westerm －ani

型）　11　％，中央部にあるもの（iloktsuenensis型）68

％， 無蓋端側にあるもの（ohirai 型）18 ％で，最大幅部

が中央部にあるものが断然多い。

卵の形状を逆卵形（蓋端が丸みを帯び，無蓋端部が尖

りを帯びて，最大幅部が蓋端側にあるもの），楕円形（蓋

端も無蓋端もほとんど同等に丸みを帯び，最大幅部が中

央部にあるもの）またはダチョウ卵形（蓋端も無蓋端も

ほとんど同等に丸みを帯び，最大幅部はほぼ中央部にあ

るが，こころもち 卵形のもの），卵形（蓋端が尖り を帯

び，無蓋端が丸みを帯びて，最大幅部が無蓋端側にある

もの），及び亜紡錘形（両端が尖りを帯び， 最大幅部が

中央部に あるもの）に 分けて， その度数分布を示すと

h

l

！

心

9

1

1

β・

八　　　　B　　　　　C　　　　　D

A ．　Reversed　oval　shaped

B ．　Ostrich　egg　shaped　and　elliptical　shapedC

．　Oval　shaped

D．　Subspindle　shaped

Figure　5　Histogram　showing　frequency　distri－bution

of　form　of　eggs　of　凡zΓagonimiバ

miyazakii　from　cat　No．　2．

Figure　5　の通りで，逆卵形n ％，楕円形またはダチョ

ウ卵形52 　％ 卵形17 ％，亜紡錘形20 ％である．

次に，卵殻の厚さで あるが， 卵殻側部 の厚さは 逕庭0

．0008～0．0017　mm，　平均0 ．00102　mm，　無蓋端部の厚さ

は逕庭0 ．0008～0．0030　mm，　平均0 ．0013　mm　で，卵殻

惻部の厚さの非一様なもの，また，無蓋端部に肥厚部の

あるものはほとんど見られない

（86 ）

論　 議

1 ． 同 定 論

新 種
丿
陥 Γagonimus 　miyazakii 　Kamo ，　Nishida ，　Hats－ushika

and　Tomimura ，　1961　（宮 崎 肺 吸 虫 ） の 発見 に よ

り， わ が国 に は 都 合4 種 の 肺 吸 虫 が 分布 し てい るこ と が

明 か と な っ た ． こ れ らの 肺 吸 虫 ， す な わ ち，R　 ・wester－

？黠α㎡，　P．　ohiΓαi　｛P ．O．と略 ）， 沢 ふ 缶 ・lenensis　（P ．£と

略 ） 及 びP ．　miyazakii は 成 虫 の 卵 巣 の形 態 な ら び に皮

棘 の 生 え 方， 中 間 宿 主 の 種 類 ，mc の 形 態 及 び 中間 宿主

体 内 に お け るmc の 寄 生 部 位， 卵 の 形 態 な らび に卵 殻 の



厚さ，時に宿主特異性などを検討することにより，相互

に鑑別が 可能であるといわれている． すなわち， 成虫

に関して，　Chen 　（1940） は皮棘の生え方がwestermani －kellicotti

型 とiloktsuenensis－ohirai型に わけ うるとし，

宮崎（1943，　1947，　1949）は卵巣の型をwestermani 型とohirai

－iloktsuenensis型 とにわけた．さらに，宮崎（1947

～1961 ）によると，肺吸虫の鑑別にはmc の形態が重要

であって，これを比較することにより本邦産4 種の肺吸

虫は，かなり容易に区別しうるものとされている．一方

一色（1953，　1962　a，b）は各種肺吸虫卵につき詳細な比較

研究を行ない，いずれもかなりの変形や変異が認められ

るが，少なくとも100 コの卵を観察することにより，？．iv

．，　P．O．，　P．i．及びp ．k．の4 種は鑑別が可能であると

述べている．

以下，筆者らが京都府天田地方産 にj ．からえた肺吸

虫について，　Chen ，宮崎，一色及び加茂らの分類法にし

たがって種々考察してみたいと思う．

i）　mc について

加茂ら（1961，　1962）は，山口県岩国市六呂師付近産のP

．d．からえられたP ．　m．　のmc について，形態的な観

察を行なった．その結果，jFりz．のmc は，1）穿刺棘が

認められないこと，2）内のうに包まれたものの直径が大

であること，3）外のうのはなはだ厚いのがかなり認めら

れるなどの特徴によ叭 他種mc とは明かに区別するこ

とができると述べている． また，加茂によると，　P．m．

のmc の外のうは著明な 層状構造を呈し，mc のあるも

のには外のうと内のうの間に，さらに，一層の薄いフク

ロが認められるという．

新種j り・z．の発見 により，　P．d．が少くとも2 種 の肺

吸虫，すなかち，R7 む．及びP ．m．　の第2 中間宿主にな

りうることが明かにされた．ために，宮崎（1961）は ？．

凹．とP ．　m．のmc による区別をとくに重視し，あらた

めて，本邦産4 種の肺吸虫mc の比較を行なった．その

結果，mc の大きさは ？．7xz．の方が 沢g ．より大きく，

かっ，　P．m．　の方がフクロが厚い． ことに，外のうが非

常に厚いことは，他の肺吸虫には見られない特徴といっ

てよいと報じている．

さきに，筆者ら（1964）は本報告とは別に，山口県岩国

市六呂師産Rj ．について，jり7z．のmc の寄生状況を

調査（寄生虫学雑誌13 巻3 号）したが，第2 中間宿主体

内におけるmc の分布状況などと同様，今回のmc の形

態mc の計測値，mc のフクロの性質も すべて模式産

（87 ）
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地のそれらと全く一致している．すなわち，写真の1 ，2

及び3 に示したように，京都府天田郡三和町寺尾山田

部落産Rj ．からえられたmc は，球状を呈し，内のう

の外径がP ．　XV．のそれより若干大きく，色彩は淡黄色～

淡黄緑色を帯び，完全な状態で取り出すことができたと

思われるものには，R　ttJ．とは一見して区別しうるよう

なかなり厚い外のうが見られる．また，写真の1 ，2 及

び3 において↑印で示したように， 外の う の内側にはP

．w． の外膜に相当するのではなかろうかと考えられる

薄いフクロも認められる．

ii）　mc の動物実験成績について

上述の通り，　P．d．が 沢四．及びr 。z．の第2 中間宿

主である関係上，これら2 種の肺吸虫が1 個体のp ．d．

に混合感染しているという場合もありうるのではなかろ

うかと思われる．したがって，同定の正確を期すために

は，mc の形態的観察 のみならず，mc か ら出発して実

験的にえられた成虫について，卵巣の形態や皮棘の生え

方，また，卵についても，その形態，大きさ及び卵殻の

性質などを仔細に観察することが必要であると思われ

る．ためにmc の犬及び猫への感染実験を行なった．成

虫や卵についての論説は次の項で行なうこととし，ここ

では，主としてmc 試 食後糞便内排卵開始までの日数に

ついて言及する．

筆者ら（1958）が本実験とは別に，各種肺吸虫のmc を

用いて行なった感染実験の成績に よると，mc 試食後糞

便内排卵開始までの日数は，犬の場合，？．w．が63 日，P

．O．は35 ～38 日，　P．i．は39 日であり，猫の場合，？．り．

で41 日であった．したがって，今回の成績は，mc を試

食感染せしめてのち，その糞便内に虫卵が排泄されるま

でに，2 ヵ月以上をも必要とするp ．　uJ．　のそれに比し著

しく早く， むしろ7 ？．り．や ？．1 の日数に接近して いる

ようである．これは，さきに，筆者ら（1961）が山口県岩

国市六呂師産Rj ．からえたmc を用いて行なった感染

実験の成績とほぼ同様である．

iii） 成 虫について

宮崎（1943，1947　b，　1949）によると，　P．O．，　P．i．及び？．瓦

の3 者 は， 卵巣がj複雑な 分岐を示して いるのに反し，P

．　XV．のそれは6 本 に枝分れ するのみで，それ以上著明

な分岐を示さないとされている．成績の項でも述べたよ

うに，筆者らの標本（80隻 ）では，卵巣はすべて複雑に分

岐してサンゴ状を呈し，したがって，j二こ7t・．でないことは

明白である（写真12 及び13 ）．次にChen 　（1940）は皮棟
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の生え方により，　westermani－kellicotti群 とiloktsuene －nsis

－ohirai群 とに わけ， 前者では群生したものもまじ

っているが，単生したものが普通であり，逆に，後者で

は群生しているものが普通であり，単生したものはむし

ろ例外であると述べた．写真の10 及びn に示したよう

に，筆者らの標本によると，皮棘は虫体各部のものがほ

とんど単生であった．したがって，　westermani－kellicotti

群に 属するが，上述の卵巣の分岐状態と考え合せ，今回

の筆者らの標本は，すべて，加茂ら（1961）が発見した

？．7・z．，さらに， 筆者ら（1961）が兵庫県多紀地方産の犬

の自然例からえた ？．mバこ酷似しているといいうる．

iv） 虫卵について

さきに，筆者ら（1961）は兵庫県多紀地方産の1 猟犬を

剖検し，肺臓の虫のうより採集した卵につき詳細な観察

を行ない，　p．k．　（千葉大学医学部横川教授から分与され

た）及び7 り ，．（鳥取大学医学部加茂教授より 分与され

た）のそれと比較検討した 結果，　P．m．，　P．k．両種間に

は，卵の大きさならびに卵殻の厚さの2 点において，著

差が認められるということを知った． すなわち，jりx ．

の卵は割合yjヽさく，しかも，卵殻が薄い傾向かある．成

績の項でも述べたように，今回，筆者らがmc から出発

して実験的にえた虫卵の大きさは0 ．0764×0 ．0450　mm，

卵殻の厚さは側部が0 ．00102　mm，　また， 無蓋端部の厚

さは0 ．0013　mm　であって，これらはすべて，7こ7μ．の卵

の特徴をよくあらわしており，卵殻側部の厚さの非一様

なもの，及び無蓋端部に肥厚部のあるものは，ほとんど

見られなかった．

以上のようなわけで，今回，京都府天田郡寺尾山田部

落産の サワガユからえられた 肺吸虫は，丹 心z即 疝7zzx5

麗如azakii　Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　and　Tomimura1961

と同定することができる．

2．　mc の寄生率及び寄生数に関する事項

筆者ら（1964）が1961 年5 月 より1962 年2 月 までの間

に，山口県岩国市六呂師付近で捕獲したP ．d．　1，000匹

を対象として，　P．m．のmc の寄生状況を 調査した成績

によると， 陽性のものは429 匹で，その寄生率は42 ．9

％であった．これを調査地区別に見ると，B 地区が寄生

率100 　％ で最も高く， 次いで，C 地区60 ％，　D 地区57

．1％，　E 地区46 ．0％，　A 地区39 ．4％，　F 地区5 ．3

％ の順位であって，八j バこおけるmc の 寄生率には，

調査地区により著しい変動が見られた／

周知の通り，本肺吸虫は発見されて未だ年数が若いの

で，mc の分布調査に関する詳細な知見に乏しい．した

がって，筆者らのmc の寄生率及び寄生数についての成

績を先人のものと比較し，種々考察することができない

が，今回の調査により岩国市六呂師におけるmc の調査

成績と同様，京都府天田郡寺尾山田の場合も，調査地区

によって，mc の寄生率や寄生数が著しく変動するとい

う事実が判明した．

さらに，興味深いことには，岩国市六呂師の報告でも

述べたように，川幅が割合に広い，いわゆる川の本流よ

りも，それに注ぎ込んでいる流れの急な小渓流（杉の木

がおいしげった森林の中にある），または小支流の方がmc

の寄生率が高く， カニ1 匹当りのmc 寄生数も多い

という傾向が認められた．しかも，本流から枝分れした1

本の小渓流を例に取ってみた場合，上手（Figure　1の3

地区）で捕獲したカニの方が下手（Figure　1の4 地区）

のものよりも著しく寄生率が高く，mc の寄生数も多い

傾向かあった．また，陽性のカニ1 匹当りのmc の平均

寄生数は，山口県岩国市六呂師の場合と同様，寄生率の

高かった3 地区（97．1　％）が23 ．2コ（六呂師の場合，寄

生率が100　％のB 地区のそれは22 ．0コであった）で最も

多く，これに反し，寄生率の低かった2 地区及び7 地区

では寄生数が少ない．これらの事実は，将来，本虫の生

活史を究明する上に，はなはだ意義深いことと思われ

る．

次に，カニの体重と寄生率及び寄生数との関係は，体

重の重いものほど寄生率が高く，カニ1 匹当りの寄生数

も多い傾向が認められた．

3） カニ体内におけるmc の分布状況に関する事項

筆者ら（1964）が山口県岩国市六呂師産のRj ．1000匹

を対象として，　P．　m．　のmc の寄生状況をしらべた成績

によると，カニ体内におけるmc の主要寄生部位は囲心

腔であった．すなわち，mc はカニの心臓の回り（47．4

％）から一番多く検出せられ，次いで，体壁の内側をお

おっている膜（13．8％），肝臓（11．6％），生殖器（1－6％）

筋肉（1．1％）の順位であった．にj．体内におけるP ．m．

のmc の分布状況に関する筆者らの考えは，すでに，寄

生虫学雑誌13 巻3 号（p．204）に詳述してあるので，ここ

に再び繰返さないが，成績の項でも述べたように，京笞

府天田郡寺尾山田部落の場合仏mc の主要寄生部位は

囲心腔であった．

総　括

京都府天田郡寺尾山田部落産のP ．d．　600匹を対象と

（88 ）



して，これに寄生するP ．　m．のmc の形 態，カニ体内に

おけるmc の分布状況，mc の寄生率及び寄生数などを

調査し，大体次のような結果をえた．

1）　mc はほぼ球形で2 層の被のうを持ち，大きさ（内

のうの 外径）は最大0 ．550×0 ．550　mm， 最小0 ．430×0

．420　mm（平均0 ．479×0 ．475　mm）である．外のう及び

内のうの厚さは， それぞれ0 ．013～0．100（平均0 ．04835mm

），及び0 ．017～0 ．030　mm（平均0 ．022　mm）である．2

）　mc の主要寄生部には囲心腔であった．

3）　mc が寄生していたカニの数は314 匹（寄生率52．3

’％）であって，検出されたmc の総数は3 ，807コに達し

た．よって，陽性のカニ1 匹 当りの平均寄生数は12 ．1

コ（最少11 ， 最多104 コ）である．

4）　P ．d．に おけるmc の寄生率には， 調査地区によ

って著しい変動が認められた．すなわち，その寄生率は3

地区（97．1％），　5 地 区（77．5％），　4 地区（57．5％），2

地区（26．7％），　7 地区（5 ．7％）の順位であった．

5） 本肺吸虫はmc の大きさ，被のうの性質，成虫の

卵巣の形態， 皮棘の生え方， 虫卵の 性質などに より，

一八iragonimus 　miyazaが
・j　Kamo，　Nishida，　Hatsushikaand　Tomimura

，　1961と同定できる．よっ て，京都府天

田郡寺尾山田部落は同虫のあたらしい分布地であるとい

い うる．

終りに臨み，一色於菟四郎教授及び田中英雄教授に，

つっしんで感謝の意を捧げる．

本論文の要旨は，第32 回 口本寄生虫学会総会（大阪府

厚生会館，　1963－4－4） において発表した．
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EXPLANATION　OF　PLATES

1－4　Metacercariae　of　Pa Γαg。。£。IUS 。z6・αxαμj　from　the　vicinity　of　the　heart　of　？。Xα。ion　dehaani ．Inner

　layers　of　the　outer　cyst　walls　considered　to　be　similar　to　the　outer　cyst　membrane　in

the 　cases　of 八zΓagonimus 　zvestermαni，　Paragor 功〃。夕kellicotti　and　Paragonim 。s θんirai　are

indicated　by　the　arrows ．

5　Metacercariae　of 　Parαgonimus 　miyαzakii　located　the　vicinity　of　the　heart　of　Potamon　dehaani

（arrows ）。

6　Metacercariae　of 　Paragoni 。。，s夕niyazakii　attaching　to　the　heart　of　a　crab　（arrows ）。

7　The　lungs　of　dog　N0 ．　1　showing　the　cysts　of　the　lung　fluke，　jをΓαgθ。f。MS　miyazakii ・

8　Adult　worm　from　the　lung　of　cat　N0 ．　2，　61　days　after　infection，　mounted　specimen　stainedwith　Heraato

χylin，　ventral　view．

9　Adult　worm　from　the　lung　of　dog　N0 ．　1，　50　days　after　infection，　mounted　specimen　stainedwith　Hemato

χylin，　ventral　view．

10　Cuticular　spines　of　a　specimen　from　cat　N0 ．　2．　Ventral　surface ，　region　just　behind　the　oraLsucker

．

11　Cuticular　spines　of　a　specimen　from　dog　N0 ．　1　Ventral　surface，　region　just　behind　the　aceta－bulum

．

12

13

14 －15

Microphotograph　of　the　ovary　of　an　adult　worm　from　the　lung　of　cat　No．Microphotograph

of　the　ovary　of　an　adult　worm　from　the　lung　of　dog　No．Eggs

of　Parago。y。I　US　miyazaiをii　from　cat　N0．　2．
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STUDIES　ON　THE　OCCURRENCE　AND　DISTRIBUTION 　OF

尸ARAGoNyMus　MIYAZAKII　KAMO 　ET　AL，

IN　KINKI　AND　ITS　DISTRICTS

I．　OBSERVATIONS 　ON　THE　INCIDENCE　OF　ENCYSTEDLARVAE

　OF　P ．　M　IYAZAKI　／　I　N　尸○TAA／10N　DEHAANlIN　AMADA　AREA

，　KYOTO　PREFECTURE

TAMOTSU　TOMIMURA ，　Michio　MORIBANA ，　Hiroyuki　MORITOKI ，KOICHI

NOMURA ，　YOSH 【TADA　kuruhara ，　akio　SHINO

（Dep 心勿lent　of　Pathology，　Divisio刀of 　Veterinaび 反f四cらCollege

げy1 曾位z詢zび？，　University　of　Oぶ訃α丹’efectur？，

＆ ぬj　City，　0gぬ 乃がecture，ぷゆの7）

＆　KOICHI　TAKEYAMA

（．DepaΓtme＞ば げA を・dical　Zoology，　Osaka 　CiぴUniversi ぴ

λをぷcal 了油。I，　Osaka 　City，ぷ孕α，z）

During　the　period　August　1962　to　February　1963，　600　crabs，　？。Zとz。ion　dehaaぶ，　collectedfrom　small　streams　near　Teraoyamada

，　Miwa－Machi，　Amada －Gun，　Kyoto　Prefecture ，　wereexamined　to　prove

the　presence　of　encysted　larvae　of　Par　a　goぷ。HIS　miyazakii　Kamo，　Nishida，Hatsushika

and　Tomimura ，　1961．　Investigations　were　made　on　the　form　and　distribution　of　themetacercariae　in　the　body　of　crabs

，　and　local　differences　in　the　of　incidence　of　larval　infection　at7　localities　

（Figure　1）。

The　results　obtained　are　as　follows　：

1）　The　encysted　metacercariae　is　globular　in　shape．　The　larva　is　enclosed　by　two　kindsof　membranes

，　a　rough　outer　cyst　wall　and　a　somewhat　elastic　hard　inner　cyst　wall．　Thethickness

　of　the　outer　cyst　wall　consisting　of　two　distinct　layers，　varies　from　0．013　to　0．100　mm．with

an 　average　of　0．04835　mm．　Its　inner　layer　which　is　considered　to　be　similar　to　the　outercyst　membrane　in　the　cases　of　7

こ ・wester。mni，　P．　kellicotだand　R　・yzかぷmeasures　0 ．0025　to0

．0050　mm．　in　thickness．　The　diameter　of　the　inner　cyst　wall　of　？。　7μiyazakii　varies　from0

．425　to　0．550　mm．　with　an
　average　of　0．475　mm．　The　thickness　of　the　rigid　cyst　wallconsisting　of　two　layers

，　rr！easures　0．017　to　0．030　mm　with　an　average　of　0．022　mm．　No　pinkishpigments　are　found　in

the　parenchyma　of　the　metacercariae　of　P．　miyαzakii　isolated　from　且

丿ehaani．

2）　Three　hundred　and　fourteen　crabs，　52．3　％，　were　infected　with　the　metacercariae。From

these　hosts　a　total　of　3，807　cysts　of　the　larvae　were　recovered。

3）　The　number　of　parasites　per　host　varies　within　wide　limiis，　namely　from　l　to　104with　an　average　of　12

よ　Their　distribetion　in　the　body　of　the　c「abs　is　shown　in　Table　4．The

metacercariae　are　most　often　localized　in　the　pericardial　cavity，　and　usually　attached　to　theheart　

；　sometimes　they　are　within　the　hypodermis　or　attacheb　to　the　pericardium。

4）　The　percent　infection　rate　and　the　number　of　parasites　per　crap　varied　considerablyaccording　to　the　localities　where　the　carbs

　were　collected　；　as　to　local　differences　of　incidence，the
highest　occurred　at　the　Station　“　3　”　（97．1％）　and　the　lowest　at　the　Station　“　7　”　（5．7　％）as

shown　in　Table　1。

5）　All　of　these　larval　lung　flukes　were　identified　as　瓦　7。iyazakii　Kamo，　Nishida，Hatsushika

and　Tomimura ，　1961　after　the　form　of　the　metacercariae．　Moreover ，　the　adult　lungflukes　and　their　eggs　recovered　from

the　lungs　of　test　animals　（dog，　cat）　fed　on　the　larval　flukesin　question

，　were　so　identified，　also．
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